
漁業研修事業

目的

漁業就業者及び漁業指導者等を対象に、短期研修、各種の講習等を実施し、水産技術の習得、知識の向

上を図り、豊かな漁村づくりに寄与する。

事業結果

県内17地域を対象に、漁業技術研修会を31回(日)開催し、その内容を表-1に示した。

表-1 

実施
研修課題名 対象地域

開催日数 劫llA.員 講師氏名又は

区分 (日) (人) 依 頼 先

漁業 l スルメイカ漁況の見通し 日本海北部・中部 日本海区水産研究所

研修 2 アワビ、カレイ類、ヤリイカ、 太平洋北部・南部 栽培漁業協会

トゲクリガニ生態と資源管理 -中部 県水産試験場

3 日本海における魚類資源の動向 海峡東部・西部 県水産修練所

4 魚礁の効果と利用方法 陸奥湾 動k産増殖センター
5 タコの生態 全県

6 マダラの生態と資源状況

7 ロープ、ワイヤーの結索術

8 海図の見方とコンパスの時差修

正

9 スルメイカ漁況の見通し

10 天気図のやさしい見方

11 サケの回遊生態について

19回 19日 613名

増養殖 1 サクラマスの増殖方法 日本海南部 !)j!J1<.産増殖センター

研修 2 エゴノリ、ホタテガイ、コンブ 太平洋中部・南部 県水産試験場

の増殖技術 海峡東西部

3 ウニの生態と増殖方法 陸奥湾

4 サザエの資源管理と増殖方法

5 クロソイの生態と放流効果

6 マダラ種苗生産の現状

8回 8日 257名

水産加 1 活魚、鮮魚の上手な取り扱い方 日本海北部 活魚取扱業者

工等 2 ミズタコの加工方法 太平洋北部 l駄産物加工研究所

研修 3 低価格魚の付価値加工方法 海峡西部

4 水産物の利用、加工方法

4回 4日 119名

計 21課題 31回 31日 989名
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